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怯
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
費
用
を
補
助

対　

象　

昭
和　

年
５
月　

日
以
前
に
建

５６

３１

築
さ
れ
た
木
造
住
宅
で
、
指
定
の
診
断
機

関
に
よ
る
耐
震
診
断
を
実
施
す
る
も
の

補
助
金
額　

診
断
費
用
の
２
分
の
１
に
相

当
す
る
額
（
限
度
５
万
円
）

怯
木
造
住
宅
の
耐
震
改
修
費
用
を
補
助

対　

象　

昭
和　

年
５
月　

日
以
前
に
建

５６

３１

築
さ
れ
た
木
造
住
宅
で
、
耐
震
基
準
を
満

た
す
耐
震
改
修
工
事
を
実
施
す
る
も
の

補
助
金
額　

改
修
費
用
の
３
分
の
１
に
相

当
す
る
額
（
限
度　

万
円
）

３０

怯
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
改
善
費
用
の
補
助

対　

象　

▽
撤
去
…
市
内
の
道
路
に
面
し

て
い
て
、
高
さ
が
１
㍍
以
上
で
あ
り
、
倒

壊
の
お
そ
れ
が
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
ブ
ロ

ッ
ク
塀
ほ
か

▽
改
修
…
撤
去
後
に
築
造
す
る
、
倒
壊
の

防
止
に
十
分
配
慮
し
た
安
全
な
塀
ほ
か

補
助
金
額　

▽
撤
去
…
経
費
の
９
割
以
内

（
１
㍍
当
た
り
６
千
円
、
限
度　

万
円
）

１２

▽
改
修
…
経
費
と
１
㍍
当
た
り
３
万
円
を

比
較
し
、
少
な
い
額
の
５
割
以
内
（
限
度

　

万
円
）

３０

※
補
助
を
希
望
す
る
方
は
、
必
ず
事
前
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

都
市
計
画
課
緯　

（
３
４
６
）

０４２

９
８
５
１

 　

市
で
は
、
生
け
垣
造
り
の
費
用
の
補
助

を
し
て
い
ま
す
。

対　

象　

敷
地
の
周
囲
に
新
た
に
造
る
生

け
垣
で
、
高
さ
０
・
８
㍍
以
上
、
総
延
長

２
㍍
以
上
の
も
の
（
道
路
に
接
す
る
部
分

は
、
幅
員
が
４
㍍
以
上
で
あ
る
こ
と
）

補
助
金
額　

▽
生
け
垣
造
成
補
助
…
造
成

費
の
９
割
以
内
（
１
㍍
当
た
り
１
万
４
千

円
、
１
件
当
た
り　

万
円
が
限
度
）

２８

▽
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
撤
去
補
助
…
撤
去

費
の
９
割
以
内
（
１
㍍
当
た
り
６
千
円
、

１
件
当
た
り　

万
円
が
限
度
）

１２

※
詳
し
く
は
、
小
平
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
に
な
る
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

申
請
書
類　

申
請
書
、
現
況
写
真
２
枚

（
方
向
の
異
な
る
も
の
）、
造
成
費
見
積

書
の
写
し

申
込
み　

工
事
の
着
手
前
に
、
申
請
書
類

を
問
合
せ
先
へ

問
合
せ　

水
と
緑
と
公
園
課
緯　

（
３
４

０４２

６
）
９
８
３
０

生

け

垣

で

緑
の
ま
ち
づ
く
り
を

問
合
せ　

資
源
循
環
課
緯　

（
３
４
６
）

０４２

９
５
３
５

 　

年
に
４
回
、
市
内
の
障
が
い
者
施
設
の

製
品
を
市
役
所
内
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

ク
ッ
キ
ー
や
パ
ン
、
縫
製
品
、
木
工
製
品
・

革
製
品
な
ど
豊
富
に
取
り
そ
ろ
え
て
い
ま

す
。
意
外
な
掘
り
出
し
物
に
出
会
え
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り

く
だ
さ
い
。

と　

き　

６
月
６
日
（
月
）
〜　

日
（
金
）

１０

　

午
前
９
時　

分
〜
午
後
４
時

３０

と
こ
ろ　

市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

問
合
せ　

障
が
い
者
支
援
課
緯　

（
３
４

０４２

６
）
９
５
４
２

 　

ハ
ン
セ
ン
病
に
関
す
る
正
し
い
理
解
を

促
す
と
と
も
に
、
多
磨
全
生
園
に
お
け
る

百
年
余
り
の
歴
史
や
入
所
者
の
手
に
よ
っ

て
植
樹
さ
れ
育
ま
れ
て
き
た
森
、
豊
か
な

障
が
い
者
施
設
な
ど
の

製

品

を

販

売

多

磨

全

生

園

人
権
の
森
を
考
え
る

語
り
部
講
演
会

緑
を
後
世
に
残
し
て
い
く
「
人
権
の
森
構

想
」
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
と
し
て
、
語

り
部
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

と　

き　

６
月　

日
（
土
）　

午
後
１
時

１１

　

分
〜
４
時　

１
時
受
付

３０と
こ
ろ　

ワ
ン
ズ
タ
ワ
ー
２
階
サ
ン
パ
ル

ネ
内
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
（
西
武
線

東
村
山
駅
西
口
徒
歩
１
分
）

※
有
料
駐
車
場
あ
り
（　

台
）。

８６

費　

用　

無
料

定　

員　

百
人

内　

容　

佐
川
修
さ
ん
（
多
磨
全
生
園
入

所
者
自
治
会
長
）
に
よ
る
「
語
り
部
」
講

演
ほ
か

申
込
み　

当
日
、
会
場
へ
（
先
着
順
）

問
合
せ　

東
村
山
市
役
所
経
営
政
策
部
企

画
政
策
課
緯　

（
３
９
３
）
５
１
１
１

０４２

 　

東
京
土
建
小
平
東
村
山
支
部
で
は
、
市

内
６
会
場
で
、包
丁
研
ぎ
、ま
な
板
削
り
、

無
料
住
宅
相
談
（
耐
震
相
談
を
含
む
）、
子

ど
も
工
作
教
室
な
ど
を
行
い
ま
す
。

日　

程　

▽
６
月
５
日
（
日
）　

多
摩
信

用
金
庫
小
平
支
店
駐
車
場

東
京
土
建
小
平
東
村
山
支
部

第　

回
住
宅
デ
ー

３９

▽
６
月　

日
（
日
）　

東
部
公
園
（
五
小

１２

正
門
前
）、
天
神
地
域
セ
ン
タ
ー
公
園
、
美

園
地
域
セ
ン
タ
ー
、
学
園
東
町
地
域
セ
ン

タ
ー
、
中
島
地
域
セ
ン
タ
ー

※
い
ず
れ
も
午
前　

時
か
ら
午
後
３
時
ま

１０

で
。
包
丁
研
ぎ
、
ま
な
板
削
り
の
受
付
は

午
後
１
時
ま
で
。

後　

援　

国
土
交
通
省
、
小
平
市
ほ
か

問
合
せ　

東
京
土
建
小
平
支
部
緯　

（
３

０４２

４
２
）
２
８
４
６

 　

木
工
教
室
、
丸
太
切
り
、
カ
ン
ナ
か
け
、

塗
装
、
左
官
、
タ
イ
ル
、
板
金
な
ど
建
築

職
人
の
技
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
住

宅
に
関
す
る
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
上
棟
式
実
演
で
は
餅
ま
き
、
バ
ン
ド

演
奏
や
よ
さ
こ
い
踊
り
、
バ
ザ
ー
な
ど
の

コ
ー
ナ
ー
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

と　

き　

６
月
５
日
（
日
）　

午
前　

時
１０

〜
午
後
２
時　

分
３０

と
こ
ろ　

福
祉
会
館
前
市
民
広
場

申
込
み　

当
日
、
会
場
へ

問
合
せ　

建
設
産
業
ユ
ニ
オ
ン
多
摩
北
支

部
緯
０
４
２
（
４
７
９
）
２
２
６
０

住

宅

デ

ー

建
設
ユ
ニ
オ
ン

１
基
程
度
の
設
置
が
可
能
で
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
助
成
を
受
け
る
に
は
、
浸
透
ま
す
を
設

置
す
る
前
に
、
申
請
が
必
要
で
す
。

※
手
続
き
は
、
最
寄
り
の
指
定
下
水
道
工

事
店
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

水
と
緑
と
公
園
課
緯　

（
３
４

０４２

６
）
９
８
３
１

 　

電
気
を
使
わ
ず
、
微
生
物
の
力
で
生
ご

み
を
分
解
し
堆
肥
に
す
る
方
法
で
す
。

と　

き　

６
月　

日
・　

日
の
火
曜
日　

１４

２８

午
後
２
時
〜
４
時

と
こ
ろ　

中
央
公
民
館
工
芸
室

定　

員　
　

人
２０

※
参
加
者
に
段
ボ
ー
ル
と
基
材
（
腐
葉
土

と
米
ぬ
か
）
を
無
料
で
貸
与
し
ま
す
。

講　

師　

小
平
市
ご
み
減
量
推
進
実
行
委

員
会

持
ち
物　

筆
記
用
具

主　

催　

小
平
市
ご
み
減
量
推
進
実
行
委

員
会
、
小
平
市

申
込
み　

６
月
３
日
（
金
）
ま
で
に
、
問

合
せ
先
へ
（
電
話
可
、
先
着
順
）

ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト

講

習

会

　

児
童
を
養
育
し
て
い
る
方
に
、
手
当
の

支
給
や
医
療
費
の
助
成
（
下
表
）
を
行
っ

て
い
ま
す
。
受
給
す
る
に
は
申
請
が
必
要

で
す
。
過
去
に
申
請
し
て
受
け
ら
れ
な
か

っ
た
方
で
も
、
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
手
続
き
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
乳
幼
児
医
療
費
助
成
（ 
）
以
外
は
、

所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ　

子
育
て
支
援
課
緯　
（
３
４
６
）

０４２

９
５
４
４

◯乳

I
I

I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I

　

市
で
は
、
屋
根
に
降
っ
た
雨
水
を
地
下

へ
浸
透
さ
せ
る
「
雨
水
浸
透
ま
す
」（
コ
ン

ク
リ
ー
ト
製
に
限
る
）
の
設
置
費
用
を
助

成
し
て
い
ま
す
。

　

雨
水
浸
透
ま
す
は
、
雨
水
を
地
中
に
浸

透
さ
せ
る
の
で
、
地
球
に
や
さ
し
い
だ
け

で
な
く
、
庭
の
雨
水
処
理
に
お
困
り
の
お

宅
に
も
大
変
効
果
的
で
す
。

　

助
成
金
の
範
囲
内
で
、
雨
水
浸
透
ま
す

　

児
童
育
成
手
当
（
育
成
手
当
、
障
害
手

当
）
に
該
当
す
る
方
で
、
申
請
を
し
て
い

な
い
方
は
早
め
に
申
請
を
し
て
く
だ
さ

い
。
手
当
は
、
申
請
し
た
月
の
翌
月
分
か

ら
支
給
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

５
月
申
請
分
か
ら
平
成　

年
分
の
所
得

２７

で
判
定
し
ま
す（
左
上
表
）。
新
た
に
該
当

す
る
と
思
わ
れ
る
方
は
、
早
め
に
申
請
を

し
て
く
だ
さ
い
。

※
平
成　

年
分
合
計
所
得
（
収
入
が
給
与

２７

収
入
の
み
の
場
合
は
、
源
泉
徴
収
票
の
給

与
所
得
控
除
後
の
金
額
）
か
ら
社
会
保
険

料
控
除
相
当
額
（
一
律
８
万
円
）
お
よ
び

医
療
費
控
除
な
ど
の
各
種
控
除
額
を
差
し

引
い
た
額
が
、
所
得
限
度
額
未
満
の
場
合

に
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

児
童
育
成
手
当
は
、
次
の
児
童
を
扶
養

し
て
い
る
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

育
成
手
当　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

　

歳
到
達
後
最
初
の
３
月　

日
ま
で
の
児

１８

３１

童▽
父
母
が
離
婚

▽
父
ま
た
は
母
が
死
亡

▽
父
ま
た
は
母
が
生
死
不
明

▽
父
ま
た
は
母
に
１
年
以
上
遺
棄
さ
れ
て

い
る

▽
父
ま
た
は
母
が
１
年
以
上
拘
禁
さ
れ
て

い
る

▽
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
生
ま
れ
、
父
ま
た

は
母
に
養
育
さ
れ
て
い
な
い

▽
父
ま
た
は
母
が
保
護
命
令
を
受
け
て
い

る▽
父
ま
た
は
母
に
重
度
の
障
が
い
が
あ
る

（
身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級
程
度
）

障
害
手
当　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

　

歳
未
満
の
児
童

２０▽
身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級
程
度

▽
愛
の
手
帳
１
〜
３
度
程
度

▽
脳
性
ま
ひ
、
ま
た
は
進
行
性
筋
萎
縮
症

※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
状
況

に
よ
っ
て
必
要
書
類
が
異
な
り
ま
す
の

で
、詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

子
育
て
支
援
課
緯　
（
３
４
６
）

０４２

９
５
４
４

児
童
育
成
手
当
の
申
請
は
お
早
め

児
童
育
成
手
当
の
申
請
は
お
早
め
にに

g
g

g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g

約60cm

約
70
cm

砕石

雨水浸透施設
（雨水浸透ます）

雨どい

屋根

雨水浸透施設のイメージ図
雨水浸透ますは、コンクリート
製で、雨水を地下に浸透しやす
くするために穴がたくさんあい
ています。

雨水浸透ますにたまった雨水
は徐々に地下に浸透していき
ます。なお、通常の雨では、
あふれることはありません。
お手入れも簡単です。

雨
水
浸
透
ま
す
の

設
置
費
用
を
助
成

雨
水
を
循
環
さ
せ
よ
う

子どもの手当・医療費助成
手当（月額）・助成額対　象

１人につき
３歳未満　　　　　　１５,０００円
３歳〜小学生
（第１子・第２子）　１０,０００円
（第３子以降）　 　　１５,０００円
中学生　　　　　　　１０,０００円
※児童を養育している人の所得が
制限額を超えている場合は、１
人につき月額５,０００円。

１５歳到達後最初の３月３１日までの児童（中学校を
卒業するまでの児童）を養育している方
※公務員の方は勤務先へお問い合わせください。

児童手当

健康保険による自己負担額市内在住の乳幼児（０歳〜小学校入学前）を養育
している方

乳幼児医療費
助成（ ）○乳

健康保険による自己負担額
※通院は1回につき上限２００円の
自己負担あり。

※入院・調剤などは自己負担なし。
市内在住の小・中学生を養育している方

義務教育就学
児医療費助成
（ ）○子

１人目…４２,３３０円〜９,９９０円
　　　（所得に応じて異なる）
２人目…５,０００円
３人目以降…３,０００円

次のいずれかに該当する１８歳到達後最初の３月３１
日までの児童を養育している方
・父母が離婚
・父または母が死亡または生死不明
・父または母に１年以上遺棄されている
・父または母が１年以上拘禁されている
・父または母が保護命令を受けている
・父または母に重度の障がいがある
・婚姻によらないで生まれ、父または母に養育さ
れていない

※児童扶養手当・ひとり親家庭医療費助成は、児
童に一定の障がいがある場合は２０歳未満まで。

児童扶養手当

１人につき１３,５００円児童育成手当
（育成手当）

健康保険による自己負担額の全部
または一部

ひとり親家庭
医療費助成
（ ）○親

１人につき５１,５００円
または３４,３００円
※月額は障がいの状況により決ま
ります。

・身体障害者手帳おおむね１〜３級程度
・愛の手帳おおむね１〜３度程度
・上記と同程度の疾病もしくは身体また
は精神の障がいがある

※診断書判定により対象外となる場合も
あります。
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特別児童扶養
手当

１人につき１５,５００円
・身体障害者手帳１・２級程度
・愛の手帳１〜３度程度
・脳性まひ
・進行性筋萎縮症

児童育成手当
（障害手当）

１人につき７,７５０円
または３,８００円

・身体障害者手帳１〜４級
・愛の手帳１〜４度
・脳性まひ
・進行性筋萎縮症
・特殊疾病

小平市心身障
害児福祉手当

※児童が児童福祉施設などに入所している場合は、手当・医療費助成を受けられないことがあります。
※児童育成手当（障害手当）と小平市心身障害児福祉手当の併給はできません。

平成２８年度　児童育成手当所得制限限度額表
給与収入
目　　安所得限度額扶養者数

５１８万円３６０万４千円０人

５６５万円３９８万４千円1人

６１３万円４３６万４千円２人

６６０万円４７４万４千円３人

１人増すごとに
３８万円を加算４人以上

住
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断
・
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修
、
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子どもの手当子どもの手当・・
医療費助成な医療費助成などど


